
特集　今こそ、備えを強化する時

教訓を生かした避難訓練

赤
岡
保
育
所
、小
・
中
学
校
、

　　　　　　　　　　　

城
山
高
校
が
合
同
で
津
波
避
難
訓
練
！

今、教育現場では避難訓練の方法が見直されています。

　　東日本大震災で、多くの犠牲を出した宮城県石巻市の大川小学校。未来あるたくさんの命が

奪われました。北上川河口から約４キロにある避難場所に指定されていた大川小は、津波が川

を遡上し学校周辺が濁流に呑み込まれました。

　　この惨事は、沿岸部といくつもの河川を有する香南市にとって、決して想定外とは言えません。

子どもたちのために安全でなければならない学校では、避難方法や避難場所を見直し、一人の

犠牲も出さない対策と対応が求められています。

　

４
月
27
日（
水
）、赤
岡
町
の
保
育
所（
５
歳
児
の
み
）、小
・
中
学

校
、城
山
高
校
が
合
同
で
津
波
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
、生
徒
、教
師
ら
計
440
人
が
参
加
し
た
合
同
の
訓
練
は
、初

め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　

今
回
は
、今
ま
で
約
100
ｍ
先
の「
歴
史
の
丘
公
園
」（
海
抜

12
・
４
ｍ
）に
避
難
し
て
い
た
小
学
校
と
保
育
所
が
、よ
り
大

き
な
津
波
を
想
定
し
、約
１
km
先
の
城
山
高
校（
海
抜
14
・

５
ｍ
）へ
避
難
を
計
画
。

　

小
学
生
は
、地
震
発
生
の
放
送
が
流
れ
る
と
、

一
斉
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
机
の
下
へ
。そ
の

後
、ク
ラ
ス
ご
と
に
最
短
の
避
難
路
を
走
り
、城

山
高
校
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。ま
た
、保
育
園
児

は
、防
災
ず
き
ん
を
か
ぶ
っ
て
避
難
。高
校
に
隣

接
す
る
中
学
校
の
生
徒
は
、高
校
の
校
舎
２
階

へ
、高
校
生
は
校
舎
の
３
階
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

避
難
に
か
か
っ
た
時
間
は
、地
震
発
生
か
ら

小
学
生
が
11
分
14
秒
。保
育
園
児
が
13
分
20
秒

で
し
た
。

　

避
難
訓
練
終
了
後
、城
山
高
校
の
体
育
館
に

集
ま
っ
た
児
童
・
生
徒
ら
は
、「
家
庭
で
も
地
震

対
策
を
話
し
合
っ
て
」「
避
難
路
の
安
全
確
認
を

し
て
」な
ど
消
防
署
員
や
校
長
先
生
か
ら
の
話

を
聞
き
、避
難
時
の
注
意
点
を
確
認
し
ま
し
た
。

　　

こ
れ
ま
で
の
訓
練
で
も
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

が
な
け
れ
ば
短
時
間
で
の
避
難
が
難
し
か
っ
た
赤

岡
保
育
所
の
園
児
た
ち
。今
回
の
訓
練
に
参
加
し

な
か
っ
た
０
歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
含

め
、子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
の
方
法
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
保
育
所
で
は
、不
安
を
抱
え
る
保
護
者

ら
の
要
望
で
、高
知
大
学
の
大
年
邦
雄
教
授（
防

災
水
工
学
）を
講
師
に
招
き
、５
月
18
日(

水)

に
南

海
地
震
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。保
護
者
や
保

育
士
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
、東
日
本
大
震
災
の

状
況
報
告
や
南
海
地
震
に
よ
る
赤
岡
町
の
被
害

予
想
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。そ
の
後
、「
ど
こ
へ

避
難
す
る
の
か
」「
避
難
し
た
と
き
の
情
報
伝
達
の

方
法
は
」な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
、防
災
に
つ
い

て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
や

教
職
員
の
命
が
奪
い
去
ら
れ
た
学
校
も
あ
れ
ば
、

大
半
が
助
か
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。津
波
の

襲
来
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
校
と
、津
波
か

ら
の
避
難
を
常
に
想
定
し
て
い
た
学
校
。そ
こ
に
は

津
波
防
災
へ
の
対
応
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

香
南
市
内
の
各
学
校
等
で
行
わ
れ
た
津
波
避

難
訓
練
で
は
、想
定
外
と
な
ら
な
い
よ
う
に
課
題

を
洗
い
出
し
早
急
に
、よ
り
細
か
い
防
災
計
画
を

立
て
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、継
続
し
た
避
難
訓
練
や
防
災
教
育
に

お
い
て
、こ
の
度
の
震
災
を
教
訓
と
し
た
生
き
残
る

た
め
の「
し
く
み
」を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

最大浸水深（ｍ）

０．０～０．５

０．５～１．０

１．０～２．０

２．０～５．０

５．０以上

安政南海地震
(Ｍ8.4)クラスを
想定して作成さ
れた「高知県津
波防災アセスメ
ント補完調査報
告書（平成１７年
５月）」から抜粋。

津波浸水予測図

●●城山高校体育館　海抜１４．５ｍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　赤岡小学校から約１ｋｍ

●轟神社　海抜１５．４ｍ　赤岡小学校から約８００ｍ

●歴史の丘公園　海抜１２．４ｍ　　
　　　　　　　　　　　　　　 赤岡小学校から約１００ｍ

津波てんでんこ

　　「津波が来たら、取るものも取ら

ずてんでばらばらに逃げる」とする

三陸地方の言い伝えの１つです。

　「津波てんでんこ」は、1896年に

発生した「明治三陸地震」による津

波被害の教訓として、岩手県釜石

市などの「津波防災教育カリキュラ

ム」に盛り込まれています。

　　この「津波防災教育カリキュラム」

には、津波から避難するための注

意点として「地震が発生したらすぐ

に避難する」「海から遠くでなく、高

いところに逃げる」「一度逃げたら、

数時間はそこで待機する」などを

挙げています。

　　東日本大震災では、釜石市の

小学生1,927人、中学生999人

（H23.3.1時点）のうち、津波襲来時

において学校の管理下にあった児

童・生徒については、適切な対応と

行動をとることによって、一人の犠

牲者も出すことなく、大津波から生

き残ることができました。

　　また、市内の幼稚園、保育所に

おいても、犠牲者はゼロでした。

　　釜石市はこれまでの継続的な

津波防災教育により、地域の将来

の担い手であり、地域の財産であ

る“子どもたちの命”を守ることに成

功しました。

　　

▲香南消防職員からの避難経路は1つだけではいけないなどの話を真剣に聞く子どもたち（城山高校体育館）

避
難
場
所
と
避
難
路
を
再
設
定
し
、　

　　　　

避
難
す
る
た
め
の
課
題
を
洗
い
出
す

　

県
が
作
成
し
て
い
る
津
波
浸
水
予
想
図（
上

図
）に
よ
る
と
保
育
所
・
小
学
校
が
こ
れ
ま
で
避

難
場
所
と
し
て
い
た「
歴
史
の
丘
公
園
」周
辺
は
、

地
震
発
生
か
ら
約
20
分
で
津
波
に
よ
る
浸
水
で

陸
の
孤
島
と
な
る
地
域
で
す
。

　
「
津
波
が
達
し
な
い
避
難
場
所
は
ど
こ
な
の
か
」

「
ど
の
よ
う
に
し
て
避
難
を
す
る
の
か
」「
年
齢
の

小
さ
い
こ
ど
も
た
ち
の
避
難
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
」な
ど
、避
難
行
動
や
経
路
を
確
認
し
た

今
回
の
実
践
的
訓
練
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

全
員
で
助
か
る
た
め
の「
し
く
み
」を
！

避
難
に
時
間
が
か
か
る

　　　　

保
育
園
児
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

　　小学校近くにある橋を渡って

城山高校へ避難する小学生

防災対策課
　　57-8501

市
内
の
各
学
校
で
は
、東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、津
波
避
難
訓
練
を
実
施
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
る
こ
と
を
止
め
、「
て
ん
で
ん
こ
」に
避
難
し
ま
し
た
。

■問い合わせ

今
こ
そ

、備
え
を
強
化
す
る
時
②

　　高台にある城

山高校をめざし

て避難する子ど

もたち

▲

●赤岡小学校周辺の
　　高台にある避難地

広報こうなん ２０１１.６ (30)(31) 広報こうなん ２０１１.６
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